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1．整備現場における実態
現在、ANAの整備部⾨（対象整備⼠約1,340 名）においては、無資格者が若い世代に偏重して滞留する構造的課題に直⾯している。

有資格整備士
78.4%

（1,051名）

無資格整備士
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対象整備⼠1,340 名中、無資格者289 名の87.2%（252 名）が2017 年以降に⼊社した10年未満の若⼿・中堅層に集中している

2．無資格者滞留の背景

試験日時とシフト勤務のギャップ

国家試験が年2回（東京等の特定都
市）に限られており、24時間365⽇の
交替制勤務でライン整備を⽀える現場
整備⼠にとって、指定試験⽇に合わせ
て受検・学習時間を確保することが極め
て困難な状況

入社後からの即戦⼒アサインが
阻害

入社後、航空整備士資格取得への比
重が大きく、無線資格の取得に時間を
割くことが難しく、入社後からの即戦⼒
アサインが阻害されている

社内管理不足

現場における資格取得の優先順位設
定や受検⽀援体制の構築が⼀部不⼗
分であった
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整備士
1,340名

無資格整備士
289名

2026年11月4日
全日本空輸株式会社航空アビオニクス整備における無線従事者制度の改定について

※ 航空アビオニクス：航空（アビエーション）と電子機器（エレクトロニクス）から合成された用語
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